


















【要約】

 最近 10 年間(1988 年～1997 年)の日本国内における泌尿器科外来患者統計論文 114 件を

収集した．また最近15 年間(1982 年～1996 年)に発表された日本国内の男性不妊症患者の

統計論文 40件を調査した結果,次のような結論が得られた.

 1)泌尿器科外来統計の発表論文の内,82 論文が統計の対象となり 416,338 名の泌尿器科

外来患者の内,男性患者は 222,499 名(53.4%)であった. この内男性不妊症患者は 10.906

名で泌尿器科全患者の 2.62%,泌尿器科男性患者の 4.90%を占めていた.

 2)男性不妊症患者統計の内,対象となった論文は19論文で男性不妊症例は10,149症例で,

この内,原因不明の特発性の男性不妊が6.942症例(68.4%)を占めていた.一方,原因の明確

なものでは精索静脈瘤が 2,265 名(22.3%)と最も多く,次いで閉塞性無精子症が 380 名

(3.7%)であった.また最近,検査が容易に出来るようになってきた染色体異常による男性不

妊症例が 239名(2.4%)と昔の発表より,圧倒的に増加しており,今後も男性不妊症の原因と

しての染色体異常が増加するものと考えられる.

 3)男性不妊症の診断面では超音波の発達や, CT, MRI の出現により,精索静脈瘤や生殖器

系の奇形の発見が容易にできるようになったと考えられる.

 4)男性不妊症の治療面では,最近の報告でみるとホルモン療法や非ホルモン療法に特に目

立った治療法の出現はないが,精索静脈瘤に対しては腹腔鏡下内精静脈結紮が 1995 年頃ま

で盛んに試みられていたが,最近では鼠径部より行う顕微鏡下内精静脈低位結紮術が,術後

の精巣水瘤の発生を防止する方法として,多くの施設で行われるようになってきた.また閉

塞性無精子に対しても顕微鏡下手術の発達により生理的な回復が可能になってきた.


